
 
 

 
 

「ナノ DDSで難治膵臓がんの標的治療に成功：効果を遺伝子改変マウス 
（自然発症膵がんマウス）で実証」 

 
 
1．発表者： 片岡 一則（東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻／大学院医学
  系研究科疾患生命工学センター臨床医工学部門 教授） 
 
 
2．発表概要：  
 がんの新しい治療法の開発においては、動物モデルから実際の患者さんに至るトランスレー

ションにおける効果の見極めが極めて重要となります。現在まで、新規薬剤の効能の試験にお

いては、皮下移植腫瘍が広く用いられていますが、このようなモデルは、的確にヒトのがんの

状態を再現していないということが指摘されています。がん細胞の同所移植腫瘍（例えば、膵

がん細胞を膵臓に移植して形成された固形がん）も評価系として使用されていますが、実際の

ヒトのがんの状態を反映するモデルとは必ずしも言えないのが現状です。このような背景にお

いて、近年、遺伝子改変の手法を用いてヒトと同様に自然にがんを発症するマウスが創出され、

利用できるようになってきました。このマウスでの効果判定がヒトでの有効性を確認する時の

決め手となりつつあります。 
  
近年、ドラッグデリバリーシステム（DDS）*1を利用したがん標的治療は、抗がん剤などの薬
剤をがん組織に選択的に送達することによって、副作用を示すことなく優れた治療効果をもた

らす画期的ながん治療法として注目されています。DDSの固形がんへの集積メカニズムは、腫
瘍における血管壁の透過性亢進と未発達なリンパ系の構築に基づくEnhanced Permeability and 
Retention (EPR)効果により説明されていますが、これまで自然発症固形がんにおいてEPR効果
に基づくDDSの有効性を実証した例はありませんでした。 

 
そこで本研究では、難治がんとして知られる膵がんを自然発生する遺伝子改変マウスを用

いて、精密設計高分子材料の自己組織化により形成されるナノキャリア（高分子ミセル*2）の
有効性を検証しました。その結果、白金抗がん剤を内包した高分子ミセルは、自然発生膵がん

に効果的に集積し、優れた治療効果をもたらすことが明らかになりました。特に、治療実験に

おいて、白金抗がん剤内包ミセルは、フリーの白金抗がん剤では抑制効果が見られなかった肝

臓や小腸への転移やがん性腹水を完全に抑制し、マウスの生存期間を大幅に延長させることが

明らかになりました（フリーの白金抗がん剤治療での 70 日後のマウス生存率は 20%以下でし
たが、抗がん剤内包ミセルによる治療では全匹生存）。さらに、白金抗がん剤内包ミセルの膵

がんに対する治療効果は、血中の腫瘍マーカー(CA19-9)の減少からも確認されています。 
 
現在、この白金錯体抗がん剤内包ミセルは実際に膵がんの患者さんを対象とする臨床試験

が行われています。延命効果が約 3ヶ月の従来の標準薬物治療に比較して、ミセル投与群では
1 年を超えて生存する例が出てきており、今回の結果はこの臨床での効果を科学的に立証する
ものとして、非常に大きな意義を有しています。膵がんは、有効な診断・治療法が確立されて



おらず、5 年生存率が最も低いことから“難治がんのなかの難治がん”として知られていますが、
本研究成果は膵がんに対する画期的な治療法の実現に繋がるものと期待されます。 
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5．用語解説： （※ 解説が必要な用語がございましたら記載ください） 
*1 DDS  

Drug Delivery Systemの略で、薬物送達システムと訳される。薬の効果を上げ、
副作用を減らすために、ターゲットとなる細胞や組織だけに薬を到達させ、必要量を

タイミングよく放出させるシステム。 
 

*2 高分子ミセル 
親水性ポリマー（ポリエチレングリコール(PEG)など）と疎水性ポリマー（ポリアミ
ノ酸誘導体など）の２つのブロックから成るブロック共重合体の自己会合により形成

されるナノ粒子。薬剤を内包した内核が親水性ポリマーの外殻で覆われた 2層構造を
有している。高分子ミセル型DDSは、東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専
攻／東京大学大学院医学系研究科疾患生命工学センター臨床医工学部門の片岡一則教

授の研究グループによって世界に先駆けて開発され、現在までに、4種類の製剤が国
内外で臨床治験に進んでいる。なかでも第 3相治験中のパクリタキセル内包ミセルは
数年以内の実用化が期待されている。 
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